
始めましょう～　転倒予防体操 

≪８月≫ 熱中症について

　年齢層別の救急搬送者数の推移・・・高齢者が半数以上を占める

　熱中症の分類・・・I度（応急処置と見守り）、Ⅱ度（医療機関へ）、Ⅲ度（入院加療）

　労作性熱中症と非労作性熱中症の比較

　　・労作性熱中症・急激に発症（炎天下のスポーツや屋外での作業中に発症）

　　・日労作性熱中症・数日以上かかって熱中症になる（６０代以降の高齢者に多い）

　応急処置・・・首、脇、太腿のつけ根を冷やす

≪９月≫ 死傷災害の発生について

　年齢別発生件数・・・６０歳以上は労働者全体の２４％

　事故型別の状況・・・転倒・墜落・転落が５１％

　加齢に伴う身体・精神機能の状況

　　・整理的機能（特に、視力・聴力等の感覚機能、バランス能力等）は早い時期から

　　低下が始まる

　　・筋力は、腕を上にあげた身体で見ると、身体の下部から、まず脚力の低下で始まり、

　　手の指先の筋力低下は最も遅い

　　・訓練によって得た能力（知識・技能）は、長期間使用するほど維持できる

　　・経験と技能の蓄積は、熟練を構成し、より高度で複合的な作業能力を生む

　　・中高年期以降は、身体・精神機能の個人差が拡大する

≪１０月≫ 転倒災害防止について

　転倒の３つのきっかけ・・・つまずき、踏み外し、滑り

　環境整備・危険マップ及びマーカーの活用

　転倒予防体操のすすめ ◆ 派遣会員就労先訪問継続しています！

　　解決できた問題点

　　　会員の提案で、事務机の照明が設置されました

　　収集したお役立ち情報

　　　就労に関わる情報共有は、会員同士のグループラインを活用しています
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産業医講話が始まりました！
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※自動車製造業事業場安全体操より


